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　令和5年10月10日、以下（①～④）の充実した内

容の研修会に参加させていただきました。ここでは、

①の講義で学んだことを中心に報告させていただ

きます。

「読み解く力」と聞いて、どのような力をイメージしま
すか？
　滋賀県総合教育センター主任研究員である北村

拓也先生のこの問いかけから、講義はスタートしま

した。滋賀県では、「読み解く力」に関わる研究・実践

を５年間続けているそうです。その５年の中で出て

きた疑問点や新たな視点、成果などを惜しみなく話

してくださいました。

　講義のスタートにあった先ほどの問いですが、

「読み解く力」について、

〇文章や図、グラフから読み解き理解する力
〇他者とのやりとりから読み解き理解する力
これら、２つの側面で捉えているそうです。

　単純に、文章を読んでその意味を理解することだ

けを指しているのではないということです。図やグ

ラフ、イラストや絵画、動画や地図…読み解く対象

はさまざまです。話している友達の表情、声のトー

ン…話し合いやコミュニケーションの場において
も、「読み解く力」が求められます。

　その「読み解く力」を育てるにあたって、３つのプ

ロセスが示されました。

１、発見・蓄積（必要な情報を取り出す）
２、分析・整理（情報を比較し、整理する）
３、再構築（解決し、知識を再構築する）

　子どもたちを「再構築」の段階まで連れて行きた

い！という思いをもって、国語科に限らず全教科で

「読み解く力」の視点を踏まえた授業づくりに取り

組んでいるそうです。

　「再構築」の段階では、子どもが学びをまとめたり

振り返ったりする場面が大切だというお話もあり

ました。「再構築」の段階の他にも、講義を聴いてい

る中で学習活動の主体に「子どもが」という言葉が

何度も出てきたことも印象に残っています。

　令和５年度、三笠市教育研究所では、「確かな学力

を育てる小中一貫教育の研究」を研究課題とし、主

体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に

より、言語能力、情報活用能力を育成するための研

究活動を大切にしています。

　今回の研修会に参加し、滋賀県総合教育センター

でも三笠市教育研究所でも、大事にしていること

（子どもの主体性・他者とのやりとりやつながり・学

びの実感など）は同じなのだと実感し、嬉しい気持

ちになりました。

　貴重な学習の機会をいただき、ありがとうござい

ました。

「『読み解く力』の視点を踏まえた授業づくり」
滋賀県大津市立日吉中学校で実施された研究会に参加して
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スキージャンプ櫻井梨子選手による全校道徳 学習発表会：６年生のダンス「新宝島」

５年生　地域科：化石クリーニング ３年生　地域科：稲刈り体験

①�「読み解く力」の視点を踏まえた授業づくり	（講義）

②�「確かな学力」の向上を目指す、「個別最適な学び」

と「協働的な学び」の一体的な充実	 （研究発表）

③�中学２年国語　教材名「字のない葉書」	（公開授業）

�④授業研究会	 （研究協議・指導助言）
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　三笠小・中学校では、中学校へのスムーズな接続のため、昨年度より小学校５・

６年生を対象に、中学校授業体験を行っています。朝直接中学校に登校し、午前中

の4時間、中学校の教室で授業を受けます。昨年度は、５・６年生各1日ずつ、今年

度は2日ずつ実施しました。

　今回は、その中から、三笠中学校小川一芳先生による地域素材を生かした社会

科の授業実践についてご紹介します。振興会社会科部会でのフィールドワークの

写真も授業に生かされています。

こんな実践も��
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小学生の中学校授業体験 （三笠小・中学校）
社会科の実践紹介

１年１組国語　『「のりものカー
ド」でしらせよう』　八巻教諭

５年１組理科   「電流が生み出す
力」　大﨑教諭

３・４年乗り入れ体育  「みんなで
トライ　初めてのタグラグビー」
（小）樋口教諭   （中）佐々木教諭
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「三笠の石炭の現在・過去・未来」 
         

          

 

１．内 容 「三笠の石炭の現在・過去・未来」 

２．本時の目標 三笠市の石炭を通して、地域の発展と衰退、将来への展望について考えさせる。  

３．本時の展開 

過程 
○主な学習活動 

・予想される生徒の発言等 
◇教師の主な働きかけ 

■評価規準 □評価方法 

△努力を要する生徒への手立て 

導入 

〇自由に発言 

・外国？北海道？三笠？ 

・動画が三笠であることに気づく 

◇「露天掘り」の動画を見せる 

・どこの国か発問する 

・画像を見せて、三笠であるこ 

とを提示する 

 

 

 

 

展開 

 

 

〇課題把握 

・課題をワークシートに記入 

〇個人思考①（３分） 

・予想する（自分の考えを持つ） 

・ワークシートに考えを書く 

・発表する 

 

 

〇地域科（小学校）で学習した内

容を思い出す 

・自由に発言する 

・エネルギー革命、コストが高い 

 輸入の増加、など 

 

 

 

〇地域科（１年）の石炭の地下ガ

ス化研究について思い出す 

・石炭の地下ガス化について理解

する 

・水素社会について理解する 

 

○個人思考②（３分） 

・見通しを持つ 

・資料から自分なりに考える 

○集団思考（５分） 

・ワークシートの記載内容を交流

し、タブレットのメモにまとめ

る 

○全体交流 

・自分たちのグループの考えを発

表する（２グループ程度） 

 

 

◇課題を板書する 

 

◇ワークシート①を指示する 

・ワークシートへの記入 

・発表（個人、３人） 

・ニュース動画を見せる 

 

◇明治期の三笠の石炭の役割と

閉山について考えさせる 

・地域科（野外博物館）の画像を

提示 

・三笠の炭鉱の資料を見せる 

◇ワークシート②を指示する 

・人口のグラフを見せる 

・石炭の輸入のグラフを見せる 

◇三笠市で進めている石炭の地

下ガス化について示す 

・地域科（地下ガス化研究）の画

像を提示する 

・地下ガス化の説明 

・水素社会のVTRを見せる 

◇ワークシート⓷を提示する 

・見通しを持たせる 

・ワークシートの記入 

  

・グループで話し合わせる 

 ・発表する 

 

 

 

◇「三笠モデル」を提示する 

 

 

 

 

□ワークシート 

■自分なりの考えを書け

たか 

△机間指導、助言 

 

 

 

 

□ワークシート 

△机間指導、助言 

■自分なりの考えを書け

たか 

 

 

 

 

□ワークシート 

△机間指導、助言 

■自分なりの考えを書け

たか 

 

 

 

△発表者への適切な助言 

 

終末 

〇まとめ 

・まとめをワークシートに書く 

 

 

 

 

〇振り返り 

・ワークシートで授業を振り返る 

 

◇まとめ 

  

 

 

 

 

◇振り返りの記入を指示する 

 

 

 

 

 

 

 

□ワークシート 

■本時の学習を振りける 

ことができたか 

 

	【国語分科会（右）】	 助言：三笠市教育研究所所長	 松井 牧子 様

	【体育分科会（中央）】	助言：岩見沢市教育委員会部活動コーディネーター	 杉原 　賢 様

	【理科分科会（左）】	 助言：北海道立教育研究所人材育成部主任研究研修主事	小西 淳樹 様

中学生の総合的

な学習の時間 「地

域科」の中で、中

2の生徒が学んだ

ことを小6の児童

に説明する場面

もあります。
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